
ナフタリン硝化物の分離定量について
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工業用モノニト｡ナフタリン及び工業用ジニトtzナ

フタリンの成分は,衆遊条件の丑によって剛 ヒ庇の分

布及び異性体の構成が細界する｡本報告はこの成分を

走倣する一方淡として,予め純腔既知のナフタリン,

1-ニトt)ナフタリン.).51及び1.8-ジニトロナフタリ

ン,トリニト｡ナフタリンを汲合して,工業用モノニ

ト｡ナフタリン及びジニト｡ナフタリンの成分に新似

した組成に調整した蔽合体について,溶糾 こよる分離

定瓜を試みた所を述べた｡拘ナフタリンは水茶気茶溜

により分際し,トリニトtlナフタリンは分取困超であ

るのでで窒素忠邦定による定良法を堆雷した｡

報文中の物質名には次に示す絡紀号を用いた｡

モノニトロナフタリン--MNN

ジニトロナフタリン･･.･-･･DNN

トlJニト12ナフタリン･･････TNN

2 ナフタリン及びその硫化物の落鮮度

I. 脚 韻丑

工黄用MNNは主成分の1-MNNの外に少庇の2-

MNN,東郷 ヒのナフタリン又はDNNを含み,工業用

I)NNは1.5-及び1.8-DNNの外に少最の他のDNN.

MNN又はTNNを含んでいる｡

光政に用いた既知の妖料には,分離摘製したものを

供したが,その柿製法を次に示す｡

1) ナフタリン

_T.共用ナフタリンをW･帝し,冷却析晶析EI]させた｡

2) l-MNN

工薬用MNNをエチルアルコールに浮解し.その主

成分である1-MNNを結晶析出させた｡その方法は次

の如くである｡

工業用MNN約 150gをILのビーカーに採り,温水

500ccを加え.70℃ で充分舵押し洗淋する｡洗液を除

いて栓,0.2%苛性ソーダ500ccを加え,70℃で30分同

根押し洗練する｡洗液を除いて栓,この操作を3回繰

返す｡次に苛性リーダー洗液を完全に除去するため,

温水500ccを加え,70℃ で充分投押し洗液する｡洗液

を除いて後,この操作を3回繰返す｡次に純冷水 500
ccを加え,投挿し粒塊状の符的淡色の工業用MNNの
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洗淋晶を得る｡次いでこの得られたエ兼用MNNを約

150g採って逆流コンデンサー付きの500ccフラスコに

入れ,95%ェチルアルコール約200ccを加える｡30分

同条沸し,後蛮温まで完全に冷却し,I-MNNの新曲

を折田させる｡この糾合,晶山肌に溶紋をフラスコか

らど-カーに移し,紡曲の取出しを容易にする.この

結晶を温水浴上に附き,50℃で4-5時間乾放する｡

得られたトMNNの藷来港及び敵点は次の如くであ

る｡

窒素点-･--8.04%

酸 点･････････56.7cc

)) ).5及び).8-DNN

エ集用DNNは1.～一及び1.8-DNNが主成分であり,

この丙異性体は溶剤によって溶解性に大きな和典があ

る｡即ち,後述する溶解度の我-1でも明らかなよう

に,アセトンの敏合は丙異性体の蘇解庇に大きな壬が

あJ),ベンIビンの場合は比故的蓮が小さい｡従 って

1.5-及び1･8-DNNとを分樫轍製ナるには,工業用DNN

を適虫のアセトンで処理して1.5-DNNを分解し,ア

セトン溶液からアセトンを除いて).8-DNNが殆んど

である譲渡をベンゼンで処理 して).8-DNNを分解

する｡室温30℃ の場合の実験例は次に示す如くであ

る｡

再解凍5L内にアセトン2.5Eを注入し,次いで乳鉢で

瀞辞したエ薬用DNN240gを加える｡溶剤の坪井を防

ぐ為,溶解瓶の上掛 こ流をして約30分仰挽粋する｡この

時瓶内の工業用DNNの大部分は溶解し,符淡兜白色

の不溶成分である1.51DNNのみは溶解しない｡この

場合溶質の殆んどはl,8-DNNであり,外に少丑の1.5

DNN,他のDNN及びMNN又はTNNを含んでいる｡

溶解瓶の内容液をブッフナー戸斗を用い,減圧して

迅速に吸引する｡洩庄杜始め弱くし,声斗内の声紋上

の沈濠が厚くなれば析次に強くしながらアセトン軒舵

をさら過する｡が,過が終れば,東に&1斗内の沈澱を少銃
のアセトンで均一に乾し,波圧吸引してアセトン終紋

を辞退し,沈毅を洗献する｡この洗准操作を3回繰返

して).5-DNNを得る｡次に さ'J過瓶に持ちた折液を2L

技付フラスコに分取し.アセトンを茨潤する｡アセト

ンが留出し終る前に蒸留を止め,内容物を群発皿に取

出し,紛浴上でアセトンを除去し,アセトン溶紋の終
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資分を完全に剛 ヒ乾放する｡再び5Lの溶解瓶内にベン

ゼン31を注入し,その中に雑発皿上の固化聴放物約

160gを加える.溶解瓶の上鰍 こ並をして約30分nfl舵枠

する｡この場合,DNN及びTNNの各異性体は先金に

溶解し.沈i軌ま殆んどl.8-DNNのみである｡次にア

セトン処理の場合と同様にして,ブツフナ一軒斗を用

い汲旺吸引してベンゼン溶液を折過し,洗浄をベンゼ

ンで繰返し洗淋し 1.8-DNN を得る｡

科られたl.51及び ).8-DNNの尭素魚及び敵点は次

の如くである｡

1.5-DNN I.8-DNN

車蘇丑･･,-･.･12･75% 12･70%

撤 点･････････216.5cc 170.5℃

4) TNN

工兼用DNNの成分に類似するよう調整する為,√浪

合成分の一つとして合成TNNを用いたが,このTNN

は柳 の異性体を含んでいる｡合成はエ薬用MNNを

硝化してTNNとし,異性体は分際していない｡

2. 沖解庇

ナフタリン及びナフタリン硝化物の各琳一体が各租

好剤に示す添鮮度の湘定を行った｡その結果を袈1-日

に示す｡

TAtlle1-(I)Solubi]ity

g′/(SattlratedSo)ution
1OOcc at15℃)

監Fehn-AII.w TN!1

E'hyi]ch｡h｡)巨 87914
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7.103lI

⊂ノ8L-ノtヽ
ノ

AceticAcidF5.7591t4.38 享壬享享享≡
上妃我1-川に示す使用溶剤中,エチルアルコールは

95%.石油エ-テルは市販品から40cc～55ccの留山分

を弛めたものである｡

次に,BeilslieJlllに定収されているDcsvcrgncsに

よる溶解度衣の一路を衷112日こ示す｡

3. 溶剤分他による定立

I. 58刑分艶の方法

用する好期が揮発性である為,ソックスレー抽出鮮

Yol.23.No.3.tI占2

VAble1-(2ISolubility

くg//㍊『nt)

によって溶剤分顔を行った｡

辞剤は一般に水分その他不純物を含むので柿製し,

抽出瀬内に入れる炉筒は硝子管袈とし,一姫を羽二兎

布で封じた｡抽出魂渡の秤虫は大型秤丘状にこの折柄

を入れて行い,吸湿,附帯洗料の脱落机矢を防いだ｡

炉筒のサイズは実験伍の再現性に影野ナるので内径22

mm,長さ100mJnに規定した｡

2. 沖刑分故の予備央験

ここに選んだ落剤は先に述べた拝解腔をもとにして

とりあげた｡溶解度の差について見れば,ニ琉決薪,
四境化炭兼はナフタリン,MNNに対し鰐鮮度が大き

く,DN叩く対しては小さい｡アセトンは1.8-DNNに対
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し溶触鹿が大きく,1,～-i)NNに対しては′トさい｡

I) 二硫化炭素,四塩化炭素を溶剤とする勘合｡

二硫化成瀬,四塩化成瀬は何れもナフタリン,MNN
に対し溶解度大きく,DNNとの分離上有効なもので

ある｡
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紙料にナフタリン,1-MNN.I,5-DNN,I,8-DNN

を採り坤独又は混合して二硫化顔素及び四境化炭 井

によるソックスレー抽出を試験した｡その結果 が図

1.及び図2であ)),この丙図を見れば明らかなように

両帝ヲ抑こよってナフタ1)ン及び1-MNNは完全に).5-
DNN及び1,8-DNNから分際されることが分る｡又丙

溶剤の比故では,二硫化炭素の方が抽出述皮が速くて

効果がある｡又四塩化炭素は沸点がややおく抽出物の

取扱い上も二硫化炭素が有利である｡

2) アセトンを溶剤とする場合｡

アセトンはllMNNを1回.I.8-DNNを3担lの避

洗款で完全に抽出出来た｡I,5-DNNを)/3放含むDNN

はL5回以上の遼続を必車とする｡この合助3回日の避

-
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馳時に1,8lbNhrの全称が抽出され.I.5-DNNのみが

攻何すると考えられる｡

従ってアセトンを用いるとDNNの両弗性体の分離

が可能である｡

アセトンを溶剤として 1,8-DNN及び和典牲体淑合

物の抽出爽故をした結果について,図3に示す｡川図

3で明らかなように, 1.51DNNの配合免からみて避

紙欺 2回日から3回日に及び始めて 1.5-DNNの一･伽

が抽Itlされている｡正砲な分際をするあには,アセト

ンの溶解抽出力を小さくして還流回数を伸せばよい｡

3.漁剤分粒の結果

以上の予備来襲によって得た溶剤による分担の状旗

を参考にし,皮も適切な分厳法を発見する為,採取紙

料LOgに対する溶剤の選定,過托回数について魂験し

た｡

抽出に於ける溶剤の還洗回軟を増し,分離純度を向

上する為には,二硫化炭素及びアセトンの浪皮を低く

することで,辞剤の溶解軸出力を小さくすればよいの

ではないか｡この為の稀釈剤として石油エーテルを選

んだ｡その結果,上記溶解抽出力を小さくすることが

山来た｡群剤は容点浪合比で胴漉し,ソックスレ-抽

出鰐 1本当り75ccとした｡又 )回の還流時間約10分IllJ

とし.損浴の温度は90ccとした｡

炎敦はナフタリン及びMNNとDNNとの分弧 並

びに1,5-DNNと1,8-DNNとの分趣について行った｡

TNNは溶解度から分るように,),5-DNN以外のDNN
との浮剤分取が困杜と考えられるのでIbtみなかった｡

測定時の垂温は25oC～30oCであった｡実験の楠庇

及び正砲さを知る為,繰返し突放を行い,又既知筑料

の理絵丑との対比をした｡この為抽出物の官分串と理

拍丑の盲分率の董とを抽出誤毒として魂わした｡

))ナフタリン及びIIMNNとDNNの分鍛

工兼用の二つの型のナフタリン硝化物は,主 に l-

MNNを含むか,又は主にDNNを含むかに限られてい

る｡従って光政の為の既知配合紙料は大別してこのこ

郁矧 こ調渡した｡工共用DNNは1,5-DNNと1,81DNN
とが約 1:2の比で存在するので,就料中の両親性体

は35;65の比に詞生した｡

炎験としては既知配合試料をソックスレー抽出狩で

綿剤による分薩をし,還元回欽及び溶剤のiR合比を変

えて抽出先を鵬定した｡

(1) 試料中主としてl-MNNを含む場合

この場合は工兼用MNNの定点に相当するものであ

?,少虫のナフタリンも試料中に配合した｡I-MNN
の野合を刃%と80%の2番朝.従ってナフタリンを含

.,ると,抽出理遠点が91%と82%の試料について突放

()227 エ薬火薬払金地



した｡

その唐廉について衷2及び衷3を示して述べる｡衷

2及び衷 3によれば,二硫化炭素7-8cc,石油エーテ

ル70ccの混合辞剤で,遠沈回数5回の条件をとれば抽

出訳墓+0.27--0･28%である｡文殊料中1-MNNの

含量如何に拘らず軸定条件は全く等しい｡従ってこの

抽出条件は,主としてMNNを含む歩合の溶剤分離に

適当なものと考えられる｡

TBble2 Thecaseofsampkcontainedof91

perCentextract.

(naphthalene;MNN:DNN=];90:9)

Table3 Thecaseofsamplecontahedof82

percentextract(naphtha]ene:MNN:DNN-2:

80:18)(2) 試料中主としてDNNを含む場合

この場合は工業用DNNの定量に相当するものであ

り,既知配合試料にナフタリンを用いた場合と,用いない場合に分

け,夫々2種類の軒合のものを耗みたD従って就料は4碗となり,各々について実験した

｡WJDNN中の]-MNNの含有量の多少によって分

離効果Vo1.23.No.3.11占2

iこ差があるかも知れぬので,魂料中IIMNN畳を260/.,loo/.とし,又1-MNNとナフタリンの含量をL0

%,5%として調整した｡実験結果を表4,未 5,表6

,及び衷7に示す｡束4,黄 5は拭料中ナフタリンを

含まない場合であるが,抽出条件として二硫化炭素5

cc,石油エーテJt'70cc,遊泳回数2回

の場合最も誤差が少い｡即ち両裳とも誤差は±0･

12%である｡二硫化炭素 IOccの場合は還流回数

が 1回でよいが,バラツキが大きく信頼性に乏しいの

で好ましくない｡表6,表7は就料中ナフタリンを含む

場合であり,又ナフタリンを含まない場合の実験で稗た

抽出条件を利用し,繰返しの解毒検討を含めた実験とした｡両表とも,繰返し精度が非常

によく出ており,供養も殆んどなく正確な測定値を示している｡二硫化炭素を7ccとした実験でも大き

な誤差はない｡稔じてナフタリンの存否,及びl-MNNの多少に拘TAble4 ThecaseoEsamp)econrained 20

perc

entextract.(MNN:DNN-20:80)Table5 Thecaseofsamplecontained 10

percentextract.(MNN;DNN-10:

90)WeightMiXe
dsO】VenRe瓜uXTeiぎーPerce-

Errorof CC ntofCaro-nbisu-戸京蒜:)eumsampte tines
extractextract %g ]phide

ether g %10.013 5 70 1

0.957 9.56-0.44)0.006 ′′
′′ 2 1.012 10.Ⅰ2+0.Ⅰ210.OlO ′′ ′′ 3 1.046 10.44+0



TAtIIed Thecaseofsamp一econtained lO

percentcxtract (Naphthalcne:

MNN:DNN=2:8:90)

weiP tsampleg MixedCearbo.nbisu-lphideSOVentC lfeniこ'timesWei£.t f Perce-t ー ErrorPetro一モumether 0extractg れ 0ext

ract% %10.0]2 5 70 2 I.

000 9.98-0.029.965 〟 ′′

′′ I.007 10.ll+0.ll10.051

〟 〟 // 1.016 10.ll+0.ll10.047 ′′ ′′ ′′ I.014 10.09

+0.0910.004 6 〟 ′′ I.005

10.04+0.04lO.046 7 ′′ ′′ I.024 10.1

9+0.l9TatlleT Thecaseofsamp1ccontained5per

cerLt

eXtraCt (Naphfhalene:MNN:DNN=l;

4;95)らず,

二硫化炭素5-7ccの範囲で,遼洗回数2回を条件と

すれば,正確に精度よく溶剤分潜が出来る｡2)

1,51DNN と ),8-DNN の分擬実験の為の

既知配合就料は,ナフタリン及び1-MNNとDNN

の分促の場合と同様,丙異性体について35:65の

比に調薬した｡溶剤とし

てアセトンを,稀釈剤として石油エーテルを用いて実

験した｡尚使用アセトンの濃度の選択,並びに遊泳回

数の組合せについて,実験回教が少なかったが-応分灘条件

が明らかになった｡裳8に実験の結果を示す｡ アセトン25cc,石a

t]エーテル50ccの浪合辞剤を用い,濁流回数5

-6垣はすれば,充分に実用的な分顔走蕊の伍が得ら

れる｡史にアセトン畳を波ずる場合について詳しく検討

すれば,姓返し測定楯度の一層向上する条件が得られよう｡

4･ ナフタリン及びTN

Nの定見1. ナフタリンの定見ナフタリン硝化物中に未硝

化のナフタリンが存在するのは一般に工業用MNNの場合で

ある｡然し乍らナフタリンとMNNはト型.2-型

に拘らず14 (L24) TAbJe8 Sepa

ralion oE1,5-DNN and I,8-

DNN分離困難である｡従って強いてナ

フタt)ンを定見したい場合は骨油次の方法が採用され

て光た｡即ちナフタリンをピクリン酸で処理し,ピクラ

ートとして定魚する方法である｡然しこの方法は温班,浪皮,特

に操作上の巧拙によって測定伍に大きな′ミラツキがあ

り,信頼性の乏しいものである｡車軸ではナフタ

リンを水蒸気茶滑法によって定畳する方法について述

べる｡この方法では完全分離は出来ないが,糾定位の′(ラツキが比故的に′J､さく

,更に恒虫的な輪作上のナフタリン的先見を補正すれ



2) ナフタリンの乾燥秤丑

水難先非掛 こよって得られた水を含むナフタリンの

乾燥には特に注意を要する｡乾漁法として加熱乾燥,

常温乾燥,減圧乾燥の3種類の方法を就みた｡但し天

秤杯盤に放けるナフタリンの恒丑測定蓮を0.0015gと

して取扱った｡

(1) 加熱乾燥

加熱乾燥法を行えば,ナフタリンの昇苛性 が強 い

負.洲定不能である｡(50oCで厄時抑 こ相当多量に損

失する｡)

(2) 常温乾娩

水分乾燥剤を入れ,室温でナフタリンを飽和するよ

うに装取したデシケーター内に,水を含むナ7タリン

を入れて水分の乾燥をする｡

この実験では,正確な約 Lgのナフタリン,及び 1g

のナフタリンに0･5gの水を含ませた2租類の既知配

合駄科を調整し.器内に於けるナフタリン及び水の気

化性を桝定した｡その結果.ナフタリンは100時間に

ついて0･00L5g以内の昇華に止まることを確認した｡

又水分の減免は80-100時間で恒曲点に達し,試料に

ついて完全に乾塊することが明らかになった｡

(3) 液圧乾燥

常温乾塊の場合と同様な乾燥装臥 及び共空乾燥操

作の組合せによる実数で,波圧乾棟の効果を就みた｡

既知配合拭料も全く同様にして器内に於けるナフタリ

ン及び水の気化性を沸走した｡その結果,ナフタリン

の好轡は10時間について0.0003-0.0006gであるこ

とが判った｡又水分の減畳は24-30時Mで値舟点に達

し,常温乾燥同様な乾燥効果を得た｡

拘爽除に水茶気恭潜による溜州物をガラスフィルタ

ーで55-過し,得られたナフタリンは45%以下の水を含

んでいた｡

3) 共助結果

ナフタリン柄化物中に存在するナフタリン畠を, 2

%と5%にし,2%の場合は試料の主成分をDNN と

する場合も加え,又ナフタリンのみの場合も含めて 4

稀親の既知配合試料を調整した｡その内容は襲 9の通

TBtlle9 ThcCoTnpOSidonoEnaphthaleneand

rLitronaphthalenemixtures.%

I l 2 r 3 1 4

γol.23.No.a1軸2 りである｡このように

調整した試料を上記水薬免茶御浜によって実験し,瀞

出したナフタリン魚を和恵した｡得られたナフタリン測定

債を未10に示す｡溌]0に示した損失恒数とはナフタリン測定値とナフタリンの理始

値の差を理絵伍で除した伍である｡TBble10 The constant

loss value atthedeterminat

ionoEnaphthaleme釈科 L及び2は

,ナフタlJン畳約0.4gであり,也失恒散は0.L5

で弗に一敦している｡試料)及び4はナフタリン鹿約0.

5gで繰返し突放を行い,その結果,損失恒軌は両方弗平均

値が0.17を示し,これも又共に一致している｡FJ測定値のJ{ラツキは

比敬的小さく,再現性に僻んでいる｡然しこのナフ

タリン損失恒萎如ま爽放免件梅に少々異りながら,一定

の伍をとるであろう｡袈10に示す英験の槍合につい

てみると,就料4の湘定でナフタリンの軌失恒数は0.17である｡

従って )10.17=0.83が実験で得たナフタリ

ンの耐定位に相当し,この任で就料1,2及び3に放け

るナフタリンの桝定位を除すと求めるナフタリンの俵が

得られる｡この方法で求めたナフタリTBbleII TheDeterminationofnitmJlAPh



の碇丑伍を卦 1に例示する｡

以上要するに,ナフタリン榊縫紋とナフタリの捌火

恒軟から正曲なナフタリン鼠が求められる｡

乗除に工業ITIMNN中の来硝化のナフタリンを定立

する場合は,釈料とナフタリンに放いて同一条件でナ

フタ1)ンのdl]J定をし.紙料中のナフタリン測定値とナ

フタリンの損失恒散を強める｡次にナフタリン測定値

を的失垣数で補正すれば,正紗 こ求めるナフタリンが

定見される｡

2. TNNの定量

ナフタリン剛 ヒ物中米掛 こTNNを含むのは工黄用

DNNの場かこ限られるのが普通である｡

l,8-DNNはIl:茶棚DNNの主成分を占めているが,

浮解性についてはTNNとよく類似している｡従って

溶剤によってTNNを分取定血することは困難 であ

り,実際に分離することなく,衆素点の測定伍より井

出する方法が考えられる｡

1

･J-
J
l"-

∫一一W c
''仙r-
〟

_.叫.
T

F3FINitrogenvalueincomp onentof

T)
.
N
.
N
.an

dT.N.N. 工兼用DNNを溶剤分雑する場

合.及初の抽出 でMNNを分離し,次に1.8-T)NNを抽山

し1,5-DNNから分隊した時,抽出液は主成分 1.8

-DNNの外,他の少丑のDNN異性体及びTNNを

含んでいる｡この抽出練を蒸発し固化した魂班を乾燥

押放した後,蛮紫分の含有丑を測定する｡測定した建来丑

はDNN,TNNの存在する割合を示ナ｡よく知

られるこ とであ るが,蛮楽最及びDNN,TNNの配合比の閑掛ま図4の

如くなっている｡5. 工業用XNN及びDNZ

Vの定t法の考察ナフタリン硝化物の定流について

,封 こ溶剤分取による方法の突放結果を上述した｡こ

の結果をもとに工英用MNN及びDNNの定fLt法が次の如

く考 え られる｡1 エ兼用A

lNNのZEJt就料を二分し,一伽をナフタリン

定点にし他の一部をMNNとDNNの定盤に用いる｡

ナフタリンの定丑は水蒸気蒸留法により,MNNとD

NNの定点は二硫化炭素と石油エーテルの混合辞

剤によって行う02 エ

乗用 DNN の定量試料を二硫化炭素と石油エーテル

の況合好期で処理し.MNNを浮解抽山して定放する

｡次にえの抽出攻法をアセトン石油エーテルの混合特利で･処

理し,I,5-DNNを分離定盤する｡ 抽山純の沿

剤を礁発して固化した魂波の成虫を求めると,これは凡そ

),8-DNNの低である｡必要ならば斑に剛 ヒした

放浪について窒素丑を求めるとTNNの政が分る｡

献 文1) BeilsteinsHandbuchdcrorganishe

ndlemieBd.5,Eg.tl.S.

450-458.OntheQuAntitAtiYeDehrmitL&tionoENitronAp

ll81eAeBbySepA

TttioTLK8

2uOKogAForthestudyoEthequantitatived

etermin･ationofthecommercialnitronaphthal

ene,theknownsampleswereanalyzedbyt

hequan･titativedeterminationoEnilronaphtha

lenesbysepa

ration.The mixturesoEnitronaphthale

meswerepreparedintwotypes,thecommerc

ialmom･onitronaphtlmIenc.type and theco

mmercialdinitronaphthAlene-ty

pe.14 ThecommercialmononitronaPhthal

ene･typemixtureiscomposedoEnaphthlene,

I-nitrO-naphthalene,dinitronaphthalcneand

thecom-mercialdinitronaphtlmlene･Lype mi

xture iscomposedoEl･nitronaphthleme.1.5･

dinitro･naphthalene,and1,8･dinitronAP

hthlene.ThemethodsoEthequantitatived

etermin-ationaresummarizedasf

ollows:(1) tnthecaseofthecommerci

almono(L96) T



nitronaphthalene･lype miXture, naphthalene

isextractedbythesteamdistillation,l･nilro･

naphthaleneisextractedbytheSoxlet･extra-

ctorusingcarbonbisulphideandpetroleum

ether.

Theresidueisdinitronaphthalene.

(2) lnthecaseofthecommercialdinitro･

napllthalene･type mixture,1･nitronaphthalene

isextractedin thesamemanner.In this

case,theresiduecontaines1,5･dinitronaphtll･

aIeneand 1.8･dinitro･naphthalene. 1,8･dini･

tronaphthaleneisextractedfrom thisresidue

bytheSoxlel･extractor using acetoneand

petroleum ethcr.The丘nalresidueiSI,5･

dinitronaphthalene. Trinitronaphthalene is

calculatedbythenitrogencontentoEtllis

extracts.

猟 用 紙 煙 火 薬 の 装 弾 法

〔装弾法 とパターンの関係(WWl)使用)〕

布 川 博 ･佐 藤 弘●

t. 緒 言

散弾銃から発射された散弾の散開状態は通常 tt/,'タ

ーン%"2)で釆わされる｡

パターン%は銃の租夕臥 構造および,泉郷法苛によ

って変化する｡本報倍では装弓削こ関係する藷襲因とパ

ターンの関係および速射用のパターン%の高い装弾法

と近射用の,,'タ-ン%の低い装弾法の一例が得られた

のでこれを記述する｡

又,最近一部装弾メーカーによって試みられている

特殊な装卿についても検討した｡

2. 尭験方法

装弾の-#襲来中,バターン%に彫響すると考えられ

る因子は,雷管.非私 コ｡スS),続審,散弾号数,

散弾丑,口馨,上フタ,薬きよう (ケース)加圧 ●)守

である｡

これらの内コt,ス,紙盤は相当多種であ るか らま

ず,コロス,耗基の形状,圧縮変形,薬きようとの摩

擦について調べ,これを参照することにした｡(Table

18.Fig.9)爽故は4段階に分れるB第一次より第三

次迄の爽敦により.パターンに好響する諸要因とパタ

ーン%の高い装弾法および低い装弾法を求め,節四次

実験では特殊な装弾について検討を-#みた｡

2-1 測定法および,測定草城

供試銃

昭和37年3J72日受m

●E]貴地用株式会社氏丘工場 愛知県式色町

Yot.23.No.3.1982

ウインチェスター製12番レピータ- (フルチ ョー

ク,銃身長30インチ)

パターン帆走法

銃口より40ヤードの位鰐のハト｡ン紙上.にできた弾

痕群の中心とILJl,eJの30インチ円内にある弾痕数を測定

し,経鮮粒数との比率(%)を求める｡

コロスの11;紙変形統験および,薬きようとコT3スの

摩擦力

アムスラーit縦型引破り就験機によJ)は綿試験を行

う｡

初速,脇比

12番欲逆圧銃を使用し,検圧,検速を抑 制こ行うo

1, 初 速

銃Jlに第一線的,銃口より15mの位t削こ第2的を設

け,各々の的が弾によって切られる時間の蓋を,カウ

ンタークロノグラフS)により測定し,初速 tr7.㌔)を求

める｡(Fig.I)

Fig.1 Mea




